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形
で
の
運
営
を
主
張
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
ほ

と
ん
ど
全
て
の
矯
正
専
門
医
が

属
す
る
会
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
成
人
学
会

は
、「
我
々
が
組
織
と
し
て
関

与
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

日
矯
学
会
、
新
認
定
機
構
の
設

立
案
に
賛
同
姿
勢
を
示
さ
ず

　

当
会
お
よ
び
成
人
学
会
は
、

新
認
定
機
構
設
立
案
に
基
本
的

に
賛
同
す
る
方
向
の
意
見
を
述

べ
た
が
、
日
矯
学
会
は
、
あ
く

ま
で
も
日
矯
学
会
の
中
で
、
現

行
の
専
門
医
制
度
を
改
革
す
る

れ
る
の
で
あ
れ
ば
了
承
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。」
と
譲
歩
を

に
お
わ
せ
た
が
、
日
矯
学
会

は
、「
こ
こ
に
い
る
先
生
方
も

日
矯
学
会
の
会
員
な
の
で
、
一

会
員
と
し
て
学
会
の
委
員
会
に

関
与
す
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ

う
が
、
団
体
枠
と
し
て
ポ
ス
ト

を
確
約
す
る
事
は
で
き
な
い
。」

と
一
蹴
し
た
。

日
矯
学
会
は
こ
の
懇
談
会
の
意

味
を
理
解
し
て
い
な
い
（
Ｊ
Ｉ

Ｏ
、
成
人
学
会
）

　

そ
の
発
言
を
受
け
、
当
会
と

成
人
学
会
か
ら
、
異
口
同
音
に

以
下
の
よ
う
な
異
議
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

厚
労
省
は
、
歯
科
矯
正
分
野

の
専
門
性
資
格
団
体
を
申
請
し

た
と
さ
れ
る
三
団
体
に
、
対
等

な
立
場
で
専
門
性
資
格
基
準
の

一
本
化
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

を
行
い
、
結
論
を
出
す
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
日
矯
学
会

は
、
こ
の
懇
談
会
が
で
き
た
経

緯
、意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
態
度
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
こ
の
場
は
成
立
し
な

い
。
仮
に
日
矯
学
会
の
制
度
を

軸
に
す
る
と
し
て
も
、
こ
こ
に

い
る
三
つ
の
団
体
が
決
定
に
対

し
て
関
与
で
き
る
機
構
が
必
須

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
日
矯
学
会

は
、
と
に
か
く
当
会
が
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
専
門
医
を
擁
し
て

い
る
学
会
で
あ
る
。
過
去
の
問

題
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
前
に

進
む
事
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
信
頼
を
も
と
に
し
な
い
と

前
に
進
め
な
い
。
と
の
主
張
を

繰
り
返
し
た
。

研
修
機
関
の
認
定
か
ら
着
手
し

て
は
ど
う
か
（
Ｊ
Ｉ
Ｏ
）

　

議
論
が
膠
着
す
る
中
、
Ｊ
Ｉ

Ｏ
は
打
開
策
案
と
し
て
、「
日

矯
学
会
が
、
研
修
機
関
認
定

を
始
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
信

頼
を
回
復
で
き
る
可
能
性
は

あ
る
。
三
団
体
で
委
員
会
を

作
り
、
各
大
学
の
指
導
医
（
修

練
責
任
者
）
が
ま
ず
専
門
医

の
技
能
評
価
を
受
け
て
、
各

大
学
の
指
導
医
数
、
患
者
数

を
勘
案
し
て
、
各
大
学
の
研

修
医
数
の
策
定
を
行
う
事
か

ら
始
め
て
は
ど
う
か
。」
と
の

意
見
を
述
べ
た
。

日
本
歯
科
医
師
会
の
意
見
を
聞

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？
（
Ｊ

Ｉ
Ｏ
）

　

ま
た
当
会
は
、
日
本
歯
科
医

師
会
の
代
議
員
会
で
も
専
門
医

制
度
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
、
歯
科
に

お
け
る
専
門
医
制
度
に
つ
い
て

日
本
歯
科
医
師
会
の
意
見
を
聞

い
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
の

見
解
を
述
べ
た
。
こ
の
後
、
議

論
が
続
い
た
が
、
歯
科
に
お
け

る
専
門
医
制
度
の
全
体
像
を
聞

い
た
上
で
、
次
の
話
し
合
い
に

進
む
事
に
な
り
、
次
回
は
日
本

歯
科
医
師
会
と
日
本
歯
科
医
学

会
を
懇
談
会
の
場
に
招
聘
す
る

事
に
な
っ
た
。

　

十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
四

時
か
ら
の
予
定
と
し
て
、
次
回

幹
事
団
体
の
日
矯
学
会
が
招
聘

の
連
絡
を
行
う
事
と
な
っ
た
。

　

議
事
録
の
閲
覧
はhttp://

w
w

w
.jio.or.jp/htm

l/offical/

kondan03.htm

　

去
る
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
第
三
回
「
歯
科
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
に
係
る
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
厚
生
労
働
省

か
ら
の
「
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
を
申
請
し
て
い
る
三
団
体
〝
日
本
矯
正
歯

科
協
会
（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｏ
）、
日
本
矯
正
歯
科
学
会
（
以
下
日
矯
学
会
）、
日
本
成
人
矯
正
歯
科
学
会
（
以

下
成
人
学
会
）〟
で
、
共
通
の
基
準
作
り
を
検
討
す
る
場
を
設
け
て
欲
し
い
」
と
の
指
導
に
よ
る
。

　

今
回
は
当
会
が
幹
事
役
と
な
り
、
前
懇
談
会
で
提
案
さ
れ
た
新
認
定
機
構
の
設
立
に
関
し
て
、
各
団

体
が
持
ち
帰
っ
て
協
議
し
た
結
果
の
報
告
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

出
席
者
（
敬
称
略
）
は
、日
矯
学
会

：

後
藤
滋
己
、飯
田
順
一
郎
、小
川
邦
彦
、成
人
学
会

：

佐
藤
元
彦
、

武
内
豊
、
松
野
功
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ

：

深
町
博
臣
、
䅏
田
邦
裕
、
夕
田
勉
。

新
認
定
機
構
の
設
立
案
に
進
展
無
し

「歯科矯正治療と顔」
市民公開講座

6月22日開催決定

開
催
主
旨

　

歯
科
治
療
は
機
能
改
善
を
目
的
と

す
る
医
療
で
あ
る
と
と
も
に
、「
美
」

を
提
供
す
る
医
療
で
も
あ
り
ま
す
。

「
美
」
に
対
す
る
価
値
観
は
人
に
よ
っ

て
異
な
る
も
の
で
す
が
、
歯
科
医
師

は
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
医
学
的
に

は
勿
論
の
こ
と
、
美
に
対
し
て
も
最

善
と
思
え
る
歯
科
治
療
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
矯
正
治
療
は
患

者
さ
ん
の
主
訴
の
多
く
が
「
美
」
に

関
す
る
形
態
的
な
問
題
に
あ
る
の

で
、
歯
並
び
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、「
顔
の
美
」
に
対
し
て
も

最
善
の
結
果
を
提
供
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
の
大
会
で

は
、
一
般
歯
科
医
師
や
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
歯
科
矯
正
専
門
医
に
よ
る

「
矯
正
治
療
の
本
質
」
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
「
歯
科
矯
正
治
療
と

顔
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
講

座
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
連
携
歯
科

医
療
（
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
ス
プ
リ
ナ

リ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
）
を
取
り
上
げ
、

歯
科
矯
正
専
門
医
と
Ｇ
Ｐ
に
よ
る
連

携
歯
科
医
療
の
症
例
報
告
と
、
日
本

歯
科
矯
正
専
門
医
認
定
機
構
（
Ｊ

Ｂ
Ｏ
）
に
よ
る
認
定
審
査
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
、
参
議
院
議
員
石
井
み
ど
り

先
生
の
時
局
講
演
会
を
合
わ
せ
て
企

画
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

：

Ｊ
Ｉ
Ｏ
事
務
局

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
３

−

５

−

３

−

716 

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
団
内

電
話

：

０
３
（
５
３
３
９
）
７
２
８
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
３
（
５
３
３
９
）
７
２
８
５

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ

：npo@
iva.jp

　
歯
科
医
師
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
の
視
点
で
美
を
追

究
す
る
岡
村
麻
未
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
市

民
公
開
講
座
、
演
者
は
43
年
間
の
臨
床
を
通
じ
患
者
さ

ん
の
口
元
に
美
を
提
供
し
続
け
て
き
た
歯
科
矯
正
医

の
与
五
沢
文
夫
先
生
で
す
。「
顔
貌
の
美
」
を
語
り
尽

く
す
90
分
。Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員
で
な
く
て
も
入
場
で
き
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

与五沢文夫先生岡村麻未先生

第７回 日本矯正歯科協会 学術大会
　　日時：2008 年 6 月 22 日（日）
　　場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）　
　　　東京都千代田区九段北4-2-25　電話03-3261-9921
　　テーマ：歯科矯正治療の本質を求めて
　　共催：日本歯科医師会、日本歯科医学会

●大会スケジュール●
市民公開講座：「歯科矯正治療と顔」14:00 〜 15:30
　演者　JIO 顧問　よごさわ歯科矯正院長　与五沢文夫先生
　コーディネイター　キャッシーズチョイス代表取締役　岡村麻未先生

時局講演会：17:00 〜 17:30
　参議院議員　石井みどり先生（予定）  

会員発表
　１．連携歯科医療 10:00 〜 12:00
　２．JBO 認定審査のスタンダード 16:00 〜 17:00
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が
あ
り
ま
す
。

　

左
は
、学
会
会
報（
二
〇
〇
一

年
十
二
月
発
行

：http://

w
w

w
.jo

s.g
r.jp

/so
ciety/

letter/josletter0
1

-3
.htm

l

）

の
抜
粋
で
す
。

　

こ
の
報
告
か
ら
以
下
の
問
題

点
が
浮
上
し
ま
す
。

１
．
虚
偽
の
申
請
を
行
な
っ
て

も
合
格
と
判
定
さ
れ
た
者
も
あ

る
。

２
．
不
正
の
発
覚
し
た
施
設
へ

の
責
任
は
一
切
問
わ
れ
て
い
な

い
。

３
．
二
〇
〇
〇
年
以
前
の
調
査

は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不

正
申
請
で
の
合
格
者
が
何
人
い

る
か
が
不
明
。

　

な
お
、制
度
開
始（
一
九
八
九

年
）
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の

認
定
医
及
び
指
導
医
の
認
定
審

査
に
技
術
認
定
は
無
く
、
書
類

審
査
の
み
で
認
定
さ
れ
て
お

り
、
現
在
二
千
名
強
の
認
定
医

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
玉
石
混
淆
で
、
指
導

医
、
認
定
医
の
治
療
に
関
わ
る

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
矯

正
臨
床
の
社
会
的
信
頼
は
失
墜

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
、
現
状
打
破
の
た
め

に
、
以
下
の
二
点
を
提
言
し
て

い
ま
す
。

１
．
専
門
医
認
定
審
査
を
行
な

う
第
三
者
認
定
機
構
を
設
立
す

る
こ
と

　

自
浄
機
能
を
持
ち
、
公
正
で

透
明
な
運
営
を
行
な
い
、
社
会

か
ら
の
声
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め

に
、
専
従
開
業
医
、
大
学
教
育

者
、
一
般
歯
科
医
師
、
医
療
消

費
者
、
弁
護
士
、
な
ど
様
々
な

立
場
の
者
が
関
与
し
た
第
三
者

認
定
機
構
の
設
立
が
必
要
で

す
。
な
お
、
第
三
者
機
構
を
主

導
す
る
者
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
の
精

神
に
基
づ
き
、
社
会
で
臨
床
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
専

従
開
業
医
で
す
。

２
．
学
会
認
定
医
の
呼
称
を
○

○
大
学
認
定
医
と
す
る
こ
と

　

各
大
学
に
裁
量
権
を
委
ね
ら

れ
て
い
る
現
状
に
あ
わ
せ
て
、

学
会
認
定
医
と
い
う
名
称
を
あ

ら
た
め
て
、
各
大
学
の
認
定
医

と
す
る
こ
と
。
学
会
認
定
医
と

い
う
名
称
を
付
与
す
る
た
め
に

は
、
学
会
と
し
て
の
研
修
基
準

を
定
め
、
指
導
医
の
技
術
認
定

を
行
な
い
、
症
例
数
調
査
等
、

研
修
機
関
の
実
地
調
査
を
行

い
、
公
正
な
審
査
に
基
づ
く
研

修
機
関
の
認
定
を
開
始
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
、
医
科
に
お
け
る

認
定
医
・
専
門
医
試
験
の
不
正

に
関
わ
る
報
道
が
各
紙
を
賑
わ

せ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
他

の
医
師
の
症
例
流
用
、
複
数
の

受
験
者
が
同
じ
症
例
で
申
請
、

症
例
の
偽
造
、
虚
偽
の
研
修
歴

記
載
、
指
導
責
任
者
の
署
名
・

押
印
の
偽
造
、
試
験
問
題
の
漏

洩
、
な
ど
で
す
。
各
学
会
は
、

不
正
発
覚
者
及
び
不
正
が
発
覚

し
た
施
設
に
対
し
て
罰
則
を
与

え
る
と
と
も
に
、
罰
則
規
定
の

整
備
を
開
始
し
た
、
と
あ
り
ま

す
。

　

日
本
矯
正
歯
科
学
会（
以
下
、

学
会
と
略
す
）
認
定
医
制
度
に

お
い
て
も
、
担
当
委
員
会
が
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
受
験
者
の

約
40
％
が
同
じ
症
例
で
申
請
し

て
い
る
事
実
が
発
覚
し
た
こ
と

　残念なことに，本年の新規申請者 141 名のうち約 40％の方々が提
出した「提示症例リスト」において，1 ～ 13 人の症例番号あるいは
患者氏名が他の申請者の「提示症例リスト」と重複していることが
判明致しました．従来，認定委員会ではこのようなチェックは行っ
てきませんでしたが，現行認定医制度の問題点を検討する過程で，
提示症例のデータベースを作成し，それとの照合をする作業が必要
であるとの結論に達し，本年度から実施をしております．同姓同名
の患者さん，リスト作成時の思い違い，あるいは入力ミス等の可能
性もありますので，該当する申請者の方々には重複理由の問い合わ
せと確認を行い，現在その結果を整理しているところです．
　なお，合否判定にあたっての提示症例数の基準は，『目安として 5
年間で 30 症例前後』（「申請手続きの留意点」より引用）との記載に
鑑み，本年度は次のように致します．

（提示症例数）－（重複症例数）
　が 27 例以上は合格，24 ～ 26 例は保留（再提出），23 例以下は
不合格

　研修機関によっては，複数の担当医によるグループ診療体制をとっ
ている所もありますが，認定医申請に際して自分が主治医であると
の思いこみから重複症例が発生しやすいので，特にご注意下さい．

既
存
の
認
定
医
制
度
の
問
題
点
と
Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
提
言

日
本
矯
正
歯
科
学
会
認
定
医
は

　
　
　
○
○
大
学
認
定
医
と
変
更
す
べ
き

　

去
る
二
月
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
八
重
洲
富
士
屋
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
第
四
回
「
歯
科
矯
正
領
域
の
専
門
医
制
度
に
係
る
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
か
ら
の
「
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
矯
正
領
域
の
専
門

医
制
度
を
申
請
し
て
い
る
三
団
体
〝
日
本
矯
正
歯
科
協
会
（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｏ
）、
日

本
矯
正
歯
科
学
会
（
以
下
日
矯
学
会
）、
日
本
成
人
矯
正
歯
科
学
会
（
以
下
成
人

学
会
）〟
で
、
共
通
の
基
準
作
り
を
検
討
す
る
場
を
設
け
て
欲
し
い
」
と
の
指
導

に
よ
る
。

　

今
回
は
日
矯
学
会
が
幹
事
役
で
、
本
懇
談
会
開
催
ま
で
の
経
緯
説
明
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

出
席
者
（
敬
称
略
）
は
、
日
矯
学
会

：

飯
田
順
一
郎
、
小
川
邦
彦
、
成
人
学
会

：

佐
藤
元
彦
、
武
内
豊
、
松
野
功
、
Ｊ
Ｉ
Ｏ

：

深
町
博
臣
、
䅏
田
邦
裕
、
夕
田
勉
。

新
認
定
機
構
の
設
立
案
を
保
留
し

　
　
　
　
具
体
的
規
則
の
検
討
を
開
始

日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本
歯
科

医
学
会
の
招
聘
は
時
期
尚
早

か
？

　

第
四
回
懇
談
会
は
日
本
歯
科

医
師
会
、
お
よ
び
日
本
歯
科
医

学
会
の
意
見
を
伺
う
予
定
に
し

て
い
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
日
矯
学
会
か
ら

以
下
の
よ
う
に
報
告
が
あ
っ

た
。

　

日
矯
学
会
の
理
事
よ
り
、
日

本
歯
科
医
師
会
の
役
員
に
非
公

式
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
専
門
医

制
度
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

は
日
本
歯
科
医
学
会
を
中
心
と

し
た
学
会
の
問
題
で
、
日
本
歯

科
医
師
会
が
口
を
挟
む
問
題
で

は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
応
答

だ
っ
た
。

　

日
本
歯
科
医
学
会
の
江
藤
会

長
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
歯

科
矯
正
の
問
題
だ
け
を
取
り
上

げ
る
た
め
で
は
な
い
が
、
専
門

医
制
度
審
議
会
の
構
想
は
あ

る
。
そ
の
件
で
話
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

厚
生
労
働
省
の
鳥
山
氏
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
専
門
医
制
度

審
議
会
の
構
想
は
知
っ
て
い
る

が
実
現
に
は
時
間
が
か
か
る
で

あ
ろ
う
。
今
は
三
学
会
の
制
度

を
表
に
す
る
な
ど
し
て
相
違
点

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
る

方
が
先
で
は
な
い
か
、
と
い
う

意
向
が
う
か
が
え
た
。

　

上
記
の
報
告
を
受
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｏ
は
二
〇
〇
七
年
十
月
五
日
発

行
の
日
歯
広
報
「
地
区
代
表
事

前
質
問
質
疑
応
答
・【
東
京
地

区
】
認
定
医
・
専
門
医
・
指
導

医
に
つ
い
て
」
の
資
料
を
配
布

し
た
。
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う

な
江
里
口
彰
常
務
理
事
の
発
言

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
医
制

度
は
日
本
歯
科
医
師
会
と
し
て

も
検
討
し
て
い
る
案
件
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
日
本
歯
科
医

師
会
の
意
見
を
伺
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

＜

江
里
口
彰
常
務
理
事
発

言—

日
歯
広
報
一
四
二
五
号

よ
り
引
用＞

「
歯
科
に
お
け
る
専
門
医
の
問

題
と
し
て
、
▽
専
門
医
は
専
従

的
な
臨
床
医
で
あ
る
べ
き
か
否

か
▽
専
門
医
で
な
く
て
も
能
力

の
あ
る
方
を
認
め
る
と
い
う
方

向
性
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
▽

専
門
医
の
重
複
取
得
を
認
め
る

の
か
認
め
な
い
の
か
、例
え
ば
、

保
存
と
補
綴
の
両
方
の
専
門
医

を
取
れ
る
の
か
ど
う
か
▽
専
門

医
の
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ど

う
な
の
か
、
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。」

「
ま
た
、
矯
正
な
ど
の
よ
う
に

同
一
分
野
に
対
し
て
複
数
の
学

会
か
ら
申
請
が
来
た
場
合
、
そ

の
各
々
に
専
門
医
制
を
出
す
の

か
ど
う
か
も
審
議
し
た
い
。」

「
し
か
し
、
専
門
医
制
に
対
し

て
日
歯
と
し
て
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

し
た
ま
ま
で
は
会
員
、
学
会
、

厚
労
省
、
国
民
に
説
明
で
き
な

い
の
で
、
継
続
し
て
専
門
の
学

会
や
代
議
員
の
先
生
方
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
何
ら
か
の
結
論
を
出

し
た
い
。」

第四回 歯科矯正領域の専門医制度に係る懇談会

専
門
医
制
度
に
関
す
る
三
団
体

の
比
較
表
に
基
づ
く
検
討
を
開

始
　

日
矯
学
会
は
、
話
を
進
展
さ

せ
る
た
め
に
具
体
的
な
規
則
の

相
違
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
を
提
案
し
、
作
成
し

て
き
た
三
団
体
の
専
門
医
制
度

比
較
表
を
配
布
し
た
【
３
面
に

掲
載
】。
そ
れ
を
受
け
て
、
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し

た
後
、
比
較
表
の
項
目
に
そ
っ

て
話
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と

し
、
具
体
的
議
論
に
入
っ
た
。

単
科
専
従
医
の
み
を
専
門
医
と

呼
称
す
る
こ
と
を
原
則
に
（
Ｊ

Ｉ
Ｏ
）

　

今
回
は
、
主
に
最
初
の
項
目

に
書
か
れ
て
い
た
専
門
医
の
呼

称
に
関
す
る
議
論
で
終
始
し

た
。
結
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
最
終
的
な
意
見
と
し

て
、
当
会
の
主
張
す
る
「
単
科

専
従
医
の
み
を
専
門
医
と
呼
称

す
る
」
こ
と
を
原
則
と
し
て
、

状
況
に
よ
っ
て
は
例
外
も
認
め

る
方
向
性
で
ど
う
か
、
と
い
う

意
見
が
で
た
と
こ
ろ
で
終
了
と

な
っ
た
。
次
回
は
研
修
制
度
に

つ
い
て
も
議
論
す
る
予
定
と

し
、
日
矯
学
会
の
専
門
医
修
練

施
設
（
大
学
）
の
認
定
基
準
お

よ
び
修
練
規
則
が
ま
と
ま
っ
て

い
れ
ば
、
配
布
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
新
た
な
第
三
者
認
定

機
構
の
設
立
に
関
し
て
は
、
あ

ら
た
め
て
協
議
す
る
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

次
回
開
催
日
時

：

二
〇
〇
八
年

四
月
十
五
日
（
火
）
午
後
二
時

〜
四
時

場
所

：

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル

五
階
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日本矯正歯科学会 日本成人矯正歯科学会（成人矯正） 日本矯正歯科協会（JIO）

目　的 （専門医制度規則　第 1 章　総則　第 1 条） （専門医制度規則　第 1 条） （認定制度規則　第 1 条）

認定医・専門医等

認定医制度があり、専門医申請資格の中で認定医の資
格を有することを条件としている。
認定医資格を有することが、必要な研修を修了したこ
との証明として制度設計されている。

認定医制度があり、認定医であることを、専門医申請
資格の必須条件としている。

認定医制度は存在しない。専門医制度の中で、研修の
システムを構成している。
認定歯科矯正専門医：歯科矯正単科専従医
認定歯科矯正医：歯科矯正に専従してない者

専門医申請資格

  〔日本矯正歯科学会専門医制度規則　第 6 条〕
（１）歯科医師免許を有する者
（２）学会認定医資格を有する者
（３）12 年以上継続して学会会員である者
（４）矯正歯科臨床に関連する報告を発表した者
（５）学会倫理規程を遵守する者

〔専門医制度規則　第 10 条〕
（１）学会の認定医であること
（２）以下の 1 項目を充足すること

１）本学会の認める認定研修施設に 6 年以上常勤
するかまたは、2 年以上在籍し同等の矯正歯科臨
床経験を有する者

２）本学会の認める認定研修施設に 2 年以上在籍
した上で、本学会または日本矯正歯科学会の指導
医の資格を有する者

３）学会の認める認定研修施設に 2 年以上在籍した
上で、矯正専門開業を 10 年以上にわたって行っ
ている者

（３）歯科矯正学に関連した臨床論文 3 編（共著可）
（４）日本国歯科医師免許を有する

〔認定制度規則　第 3 条〕
（ア）JIO の正会員 (A) かつ JAO の一般会員であるこ

と
（イ）以下のいずれかの条件を満たすこと

１）（平成 17 年以前の歯科医師免許取得者）
JIO が定める研修規定に従った 5 年以上の研修を
修了した者

２）（平成 18 年以降の歯科研修修了医）
JAO 認定歯科矯正修練医として 5 年間の JAO 修
練講座を受講し、JBO 認定歯科矯正医修練施設、
あるいは JBO が指定した歯科矯正単科開業医の
研修施設において通算 5 年以上の修練（第 1 次・
第 2 次過程）を修了した者。（期間の合算可）

研　修

〔認定医制度規則、同細則〕
必要な研修期間：5 年以上

〔基本研修〕（基礎的なもの）
・研修機関における基本研修は 2 年以上とし、所定（細

則）の研修項目、研修時間を基準とする講義、実習、
演習セミナー等がすべて含まれていなければならな
い。

・研修時間は年間 1320 時間以上とする
・基本研修の到達目標 9 項目を達成すること
〔矯正臨床研修〕
・指導医もしくは専門医常勤の医療機関（以下「臨床

研修機関」という）において 5 年以上、所定の研修
状態で 150 症例以上の矯正治療に関する臨床研修を
いう。基本研修における臨床実習は矯正臨床研修の
一部とみなす。

・研修時間は年間 1320 時間以上とする
・矯正臨床研修の到達目標を達成すること

〔専門医制度規則　第 22 条 2〕
必要な研修期間：認定研修施設に 6 年以上在籍
・本学会の研修カリキュラムに基づく研修
・本学会所定の研修カリキュラムに従って臨床研修を

行う。（第 24 条 2）

〔JAO 歯科矯正医教育・修練過程〕
１．研修期間：5 年
２．歯科矯正修練カリキュラム

修練施設で行うものとして講義・実習のテーマ 17
項目がある

３．セミナープログラム（修練講座）
　毎月 1 回、東京で開催
　５年間の受講を必要とする（有料）　
症例数：
　毎年 20 症例の経験到達目標
　5 年間で 100 治験例以上

新規審査方法

１．臨床試験として課題症例 10 症例の審査とそれに
ついての試問により行う。
２．医療倫理観に関する審査として、すべての症例に
対し患者または保護者の同意書を添付させ、その確認
により行う。
３．知識の審査は、認定医であることを確認してそれ
に代える

専門医認定試験は提出課題症例 10 症例に関して行う。 1 次、2 次、3 次過程の審査があり、１次、2 次過程
は修練医に適応される。JIO が定める研修規定に従っ
た 5 年以上の研修を修了した者は、第 3 次過程審査
申請資格を有する。
1 次過程：修練医になるための書類審査
2 次過程：修練医に対して行う筆記試験と技術の総合

評価
　　　　　・修練施設での実習ごとの評価
　　　　　・５症例の症例提示と口頭試問
3 次過程：症例審査、口頭試問、書類審査、
　　　　　自己評価書（筆記試験に代える）
2 つの症例評価方法がある

（１）100 症例中、審査委員が指定した 5 症例の評価
（２）指定 10 未治療症例評価

課題症例

詳細な指定のある 10 種類の症例
顎変形症、唇顎口蓋裂の 1 症例を含む

詳細な指定のある 10 種類の症例
顎変形症、唇顎口蓋裂の 1 症例を含む

症例の内容に関する詳細な指定は無い。
・成長期の症例を含むこと
・できるだけ多様な咬合形態の症例を含む
・治療法（抜歯、非抜歯、外科症例等）に著しい偏り

のないこと。

更　　新

〔専門医制度規則　第 9 条〕
（１）5 年ごとに更新
（２）3 症例を学会の認めた学術集会において報告し、

審査に合格することを要する。

【注】専門医の更新には同時に認定医の更新を要する
ため 5 年以内に、所定の研修ポイントを獲得の上、学
会が認めた刊行物または学術集会において、矯正歯科
臨床に直接関係する報告を行わなければならない。た
だし、第 3 回目の認定医の更新からは別に定める所定
の研修ポイントのみでも更新を認めるものとする。（認
定医制度規則第 8 条）

〔専門医制度規則　第 15 ～ 19 条、細則 11 条〕
（１）5 年ごとに更新
（２）本学会主催の学術大会等への出席
（３）業績および所定単位〔50 ポイント（細則 12 条）〕

以上の取得
（４）5 年間に自己治療症例 1 例以上を症例展示ある

いは本学会雑誌に症例報告
（５）1 年間の猶予期間を認める
（６）更新時の審査には試験は行わない

〔認定制度規則　第 10 ～ 11 条〕　　
（１）5 年ごとに更新
（２）JIO の正会員（A）かつ JBO、JAO の専門会員で

なければならない。
（３）5 年間で 10 単位以上を有すること（第 11 条 3 項）
（４）JIO 学術大会で 2 回以上の症例提示
（５）JIO または JAO 医療安全研修セミナーに 1 回以

上出席
（６）1 回目の更新では JIO 学術雑誌に症例報告をす

ること
（７）5 年間に 100 症例以上の治験例を有すること
（８）書類審査および提示症例の審査を行う

名誉専門医 無し 無し 有り〔認定基準細則 5 条〕

 専門医の比較 　〔H20-2-25　三団体懇談会資料・日矯学会作成〕
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昨
年
十
二
月
六
日
に
開
催
さ

れ
た
厚
生
労
働
省
第
25
回
先

進
医
療
専
門
家
会
議
で
「
変

形
性
顎
関
節
症
に
対
す
る
歯
科

矯
正
治
療
」
が
先
進
医
療
と

し
て
十
一
月
に
届
け
出
さ
れ
審

議
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
新
聞
報

道
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
公
開
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
変
形
性
顎
関
節

症
に
対
す
る
歯
科
矯
正
治
療
の

適
応
症
は
、「
顎
関
節
症
の
う

ち
、
顎
関
節
円
板
の
転
位
や
せ

ん
孔
が
認
め
ら
れ
、
下
顎
頭
に

著
し
い
下
顎
頭
軟
骨
層
の
破
壊

お
よ
び
骨
変
化
を
伴
う
も
の
。

臨
床
症
状
と
し
て
は
、
顎
関
節

部
お
よ
び
そ
の
周
辺
組
織
の
自

発
性
、
運
動
性
疼
痛
と
自
力
開

口
量
30
㍉
以
下
の
開
口
障
害
を

主
症
状
と
し
、
片
頭
痛
、
耳
鳴

り
、
難
聴
な
ど
の
症
状
が
認
め

ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
歯
科

矯
正
に
関
連
す
る
学
術
団
体
の

ひ
と
つ
で
あ
る
私
ど
も
日
本
矯

正
歯
科
協
会
は
、
下
記
の
よ
う

な
ふ
た
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と

考
え
、
先
進
医
療
に
適
さ
な
い

も
の
と
し
て
異
議
申
し
立
て
を

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
付
け
で

先
進
医
療
専
門
家
会
議
猿
田
享

男
座
長
宛
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
年
明
け
一
月
九
日

に
第
26
回
先
進
医
療
専
門
家
会

議
が
開
催
さ
れ
、「
変
形
性
顎

関
節
症
に
対
す
る
歯
科
矯
正
治

療
」
に
つ
い
て
は
、
先
進
医
療

技
術
と
し
て
【
返
戻
（
書
類
不

備
）
扱
い
】
と
な
っ
た
こ
と
が

情
報
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

解
説
―
先
進
医
療
と
は
―

　

一
連
の
診
療
行
為
の
中
に
保

険
診
療
と
保
険
外
診
療
（
自
由

診
療
）
が
混
在
す
る
混
合
診
療

は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
混
合
診
療
を
例
外

と
し
て
認
め
る
た
め
「
特
定
療

養
費
制
度
」
が
一
九
八
四
年
に

創
設
さ
れ
、
一
般
診
療
と
共
通

す
る
基
礎
部
分
は
保
険
給
付
を

適
用
し
（
特
定
療
養
費
）、
そ

れ
を
超
え
る
特
別
な
サ
ー
ビ
ス

等
の
部
分
（
高
度
先
進
医
療
と

選
定
療
養
）
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
に
す
る
と
い
う
仕
組
み

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
健
康

保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

二
〇
〇
六
年
十
月
一
日
よ
り

「
特
定
療
養
費
」
が
「
保
険
外

併
用
療
養
費
」
に
改
め
ら
れ
、

保
険
給
付
の
可
否
に
つ
い
て
適

正
な
医
療
提
供
を
図
る
観
点
か

ら
「
評
価
療
養
」
と
「
選
定
療

養
」
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
評
価
療
養
」
は
、
高
度
な
医

療
技
術
を
用
い
た
療
養
や
将
来

的
な
保
険
導
入
を
見
据
え
た
も

の
、「
選
定
療
養
」
は
差
額
ベ
ッ

ド
な
ど
の
保
険
導
入
を
前
提
と

し
な
い
患
者
の
選
定
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
関

係
の「
評
価
療
養（
先
進
医
療
）」

は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
義
歯
、
顎
関

節
症
の
補
綴
学
的
治
療
、
歯
周

組
織
再
生
誘
導
法
、
接
着
ブ

リ
ッ
ジ
に
よ
る
欠
損
補
綴
並
び

に
動
揺
歯
固
定
、
光
学
印
象
採

得
に
よ
る
陶
材
歯
冠
修
復
法
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
診
断
装
置
及
び
手
術

用
顕
微
鏡
を
用
い
た
歯
根
端
切

除
手
術
、
歯
周
外
科
治
療
に
お

け
る
バ
イ
オ
・
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
法
、
レ
ー
ザ
ー
応
用
に

よ
る
齲
蝕
除
去
・
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
の
無
痛
療
法
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
関
連
の
「
選
定
療
養
」
は

前
歯
部
の
材
料
差
額
、
金
属
床

義
歯
、
小
児
齲
蝕
治
療
後
の
継

続
管
理
が
あ
り
ま
す
。

　

先
進
医
療
に
つ
い
て
は
保
険

導
入
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
る

た
め
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
施
設
と
医
師
の
要
件

が
あ
り
治
療
が
行
え
る
医
療
機

関
は
特
定
の
大
学
病
院
等
に
限

ら
れ
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
地
域
格
差
が
生
じ
る
問
題
が

あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
厚

生
労
働
省
は
、
外
形
基
準
で
専

門
医
を
広
告
で
き
る
学
会
を
認

可
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

も
は
や
先
進
医
療
の
実
施
責
任

医
師
の
要
件
に
学
会
専
門
医
の

資
格
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
日
本
歯
科
医
師
会

が
否
認
し
た
は
ず
の
歯
科
保
存

治
療
専
門
医
や
補
綴
歯
科
専
門

医
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
専
門
医
制

度
は
す
で
に
個
々
の
学
会
に
任

せ
て
お
く
も
の
で
は
な
く
、
歯

科
に
お
け
る
専
門
医
の
あ
り
方

を
歯
科
医
師
会
な
ど
の
臨
床
の

現
場
で
十
分
に
議
論
す
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

変
形
性
顎
関
節
症
に
対
す
る
歯
科
矯
正
治
療

　
　
　
　
　
　
　
　
―
先
進
医
療
専
門
家
会
議
へ
の
意
見
書
―

1）変形性顎関節症に対する矯正歯科治療の有効性について
「変形性顎関節症を伴う不正咬合者に対する矯正歯科治療」は、
広く行われているところですが、現状において、歯科矯正治療後
の顎関節部の形態修復、機能復元等、矯正治療の有効性を確信で
きる報告は見当たりません。臨床的には、顎関節部の変形状態を
維持したまま、不正咬合に対する歯科矯正治療を施すことができ
る症例もありますが、逆に矯正治療により変形が生じた、あるい
は変形が増悪したとする報告（下記参考文献参照 - 略）もあり、
歯科矯正治療との因果関係が明確ではなく、科学的根拠が乏しい
と言わざるを得ません。また、変形性顎関節症の発症や増悪、緩
解に関与している因子についても不明な点が多く、学術的にさら
なる検討が必要な疾患である事は明白です。さらに、矯正治療を
メカニカルストレスの一種と捉え、年齢、性別、症状によっては
禁忌となる症例がある事も示唆されています（下記参考文献参照
- 略）。以上の事から、「変形性顎関節症に対する矯正歯科治療」
の有効性について疑問があると考えられ、「先進医療技術」とし
て議論する段階には無いと考えます。
以下に参考となる文献をご紹介申し上げます。（略）
2）実施責任医師の要件について

【先進医療における実施医療機関の実施要件等の基本的考え方】
によれば、（2）資格については、「原則として、担当診療科の関
連学会の専門医又は認定医等を要件にする。」とありますが、矯
正歯科の分野においては現在、国民の信頼に足る専門医制度の確
立のために、厚生労働省医政局の指導の下、三つの学術団体（日
本矯正歯科学会・日本成人矯正歯科学会・日本矯正歯科協会）で
協議中につき、「変形性顎関節症に対する矯正歯科治療」を「先
進医療技術」として実施するには「実施責任医師の要件」の問題
からも時期尚早と思われます。

③ 泡盛　瑞泉酒造株式会社

今
回
の
推
薦
人
は
沖
縄
の
嘉
数

先
生
で
す
。
そ
れ
で
は
嘉
数
先

生
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

は
い
ー
、
嘉
数
で
す
。
今
日

は
お
い
し
い
と
っ
て
お
き
の
泡

盛
を
紹
介
し
ま
す
。

　

泡
盛
と
は
、
十
五
世
紀
初
頭

に
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
よ
り
入
っ

た
ラ
オ
カ
イ
を
祖
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
製
造
法
は
タ
イ
米（
硬

質
米
）
と
黒
麹
菌
を
原
料
に
、

全
麹
仕
込
み
に
よ
る
蒸
留
酒
で

す
。

　

特
徴
と
し
て
は
そ
の
全
麹
仕

込
み
と
長
期
貯
蔵
熟
成
さ
せ
古

酒
（
ク
ー
ス
）
を
楽
し
む
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

琉
球
王
朝
時
代
、
泡
盛
は
貴

重
な
酒
と
し
て
王
家
の
厳
し

い
管
理
の
下
で
首
里
の
城
下

町
、
崎
山
、
赤
田
、
鳥
堀
の
三

箇
所
の
み
で
醸
造
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
伝
統
の
味
を
守
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
瑞
泉
酒
造
は

一
八
八
七
年
創
業
か
ら
、
こ
の

地
で
長
い
時
代
を
経
て
、
今
な

お
人
々
の
心
に
し
み
渡
る
泡
盛

の
真
髄
を
受
け
継
い
で
い
る
老

舗
の
酒
造
所
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
瑞
泉
酒
造
さ
ん

の
泡
盛
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
メ
イ
ン
の
商
品
は
「
43

度
お
も
ろ
10
年

720
m
l

：

三
六
七
五
円
（
沖
縄
県
内
限
定

流
通
商
品
）」
で
す
。
グ
ラ
ス

に
注
ぐ
時
の
至
福
の
薫
り
、
口

に
含
む
と
広
が
る
古
酒
独
特
の

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が
絶
品
で

す
。
甕
か
ら
醸
し
だ
さ
れ
る
コ

ク
の
あ
る
風
味
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
逸
品
で
す
。
沖
縄
県

泡
盛
鑑
評
会
県
知
事
賞
受
賞
・

ド
イ
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ピ
リ
ッ
ツ
ア
ワ
ー
ド
金
賞
受

賞
な
ど
県
内
外
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
「
43
度
お
も
ろ
15

年
720
m
l

：

五
一
八
七
円
」・

「
40
度
お
も
ろ
17
年

720
m
l

：

八
四
五
三
円
」・「
35
度
お
も
ろ

21
年

720
m
l

：

一
二
六
六
三

円
（
月
出
荷
数
限
定
商
品
）」

を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
全
国
の
瑞
泉
の
取
り
扱
い

の
あ
る
酒
屋
、
百
貨
店
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
ま
た
、

電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
ご
注
文
承

り
ま
す
。
今
回
は
Ｊ
Ｉ
Ｏ
会
員

の
先
生
方
に
は
特
別
に
優
先
し

て
手
配
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

瑞
泉
酒
造
株
式
会
社

：

沖
縄
県

那
覇
市
首
里
崎
山
町
一

−

三
五

電
話

：

〇
九
八

−

八
八
四

−

一
九
六
八

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

：

〇
一
二
〇

−

四
八

−

一
九
六
八

フ
ァ
ッ
ク
ス

：

〇
九
八

−

八
八
六

−

五
九
六
九

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：http://w
w

w
.zuisen.

co.jp/

メインの商品の
43 度おもろ 10 年

商品紹介
おもろには、「43 度おもろ 10 年」・「43 度おもろ 15 年」・「40 度
おもろ 17 年」・「35 度おもろ 21 年」がございます。

43 度おもろ 10 年
グラスに注ぐ時の至福の薫り、口に含むと広がる古酒独特のまろ
やかな味わいが絶品です。甕から醸しだされるコクのある風味を
お楽しみいただける逸品です。
沖縄県泡盛鑑評会県知事賞受賞・ドイツインターナショナルスピ
リッツアワード金賞受賞など県内外で高く評価されています。

価格
　43 度おもろ 10 年 720ml：3,675 円（沖縄県内限定流通商品）
　43 度おもろ 15 年 720ml：5,187 円
　40 度おもろ 17 年 720ml：8,453 円
　35 度おもろ 21 年 720ml：12,663 円（月出荷数限定商品）
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近
年
、
患
者
の
医
療
行
為
に
対
す
る
目
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま

す
強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
歯
科
治
療
に
は
精
密
さ
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
患
者
も
そ
れ
を
要
求
し

て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
だ
そ
の
要
求
に
十
分
に
応
え
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
へ

の
大
き
な
助
け
と
な
る
の
が
臨
床
へ
の
顕
微
鏡
の
導
入
で
あ
り
、
歯
科
治
療
の
特
性
上
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
今
回
、
高
度
な
精
密
性
が
必
要
と
さ
れ
る
補
綴
治
療
に
顕
微
鏡
を
使
用
す
る
こ
と
の
有

効
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

補
綴
治
療
に
顕
微
鏡
を
使
用

す
る
こ
と
の
最
も
大
き
な
目

的
は
適
合
性
の
向
上
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
拡
大
し
た
視
野

に
応
じ
た
繊
細
な
操
作
が
必
要

に
な
る
。
以
下
に
そ
の
手
順
を

具
体
的
に
述
べ
る
。

了
後
、
辺
縁
歯
肉
の
位
置
を
下

げ
て
マ
ー
ジ
ン
形
成
し
や
す
い

視
野
の
確
保
、
バ
ー
に
よ
る
歯

肉
の
損
傷
を
さ
け
る
た
め
、
お

よ
び
歯
肉
溝
滲
出
液
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
た
め
１
次
圧
排
糸

（
４
―
０
絹
糸
）
を
挿
入
す
る
。

支
台
歯
形
成
が
全
て
終
了
し
た

ら
確
実
な
印
象
採
得
を
目
的
と

し
て
２
次
圧
排
糸
を
挿
入
す

る
。

　

圧
排
糸
の
挿
入
は
ル
ー
ペ
ま

た
は
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
下
で

細
い
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ト
を
用

い
て
決
し
て
歯
肉
に
過
剰
な
力

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
歯
肉
溝

内
に
置
く
と
い
う
感
覚
で
行

う
。

　

圧
排
糸
の
挿
入
の
深
さ
は
印

象
採
得
が
可
能
な
範
囲
で
可
及

的
に
浅
い
位
置
に
す
る
。
特
に

２
次
圧
排
糸
は
マ
ー
ジ
ン
部
に

正
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
圧
排

糸
の
挿
入
は
生
体
に
と
っ
て
は

侵
襲
的
な
操
作
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

支
台
歯
形
成

①
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ン
グ
ラ
イ
ン
が

明
瞭
か
つ
ス
ム
ー
ス
で
あ
る
こ

と
　

ル
ー
ペ
を
使
用
し
た
概
形
成

終
了
後
、
１
次
圧
排
糸
を
挿
入

し
視
野
を
確
保
し
た
後
、
約
５

～
10
倍
の
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

下
で
１
次
圧
排
糸
に
よ
り
押
し

下
げ
ら
れ
た
遊
離
歯
肉
縁
を
目

安
に
し
て
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー

に
て
順
次
目
の
細
か
い
バ
ー

に
か
え
な
が
ら
形
成
し
て
い

く
。
こ
の
と
き
、
同
時
に
支
台

歯
全
体
も
ス
ム
ー
ス
な
形
成
面

に
な
る
こ
と
も
意
識
す
る
。
な

お
、
マ
ー
ジ
ン
部
に
集
中
す
る

あ
ま
り
マ
ー
ジ
ン
付
近
に
ア
ン

ダ
ー
カ
ッ
ト
を
作
ら
な
い
よ
う

に
バ
ー
の
方
向
性
に
も
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
最
後
に
Ｓ
ｈ
ｏ

ｆ
ｕ　

Ｓ
Ｆ
１
０
６
Ｒ
Ｄ
ス
ー

パ
ー
フ
ァ
イ
ン
を
使
用
し
マ
ー

ジ
ン
部
の
最
終
仕
上
げ
（
ラ
ウ

ン
デ
ッ
ト
シ
ョ
ル
ダ
ー
）
を
行

う
。
こ
の
バ
ー
の
表
面
は
非
常

に
滑
沢
で
あ
る
た
め
歯
質
の
削

除
能
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
つ

ま
り
、
こ
の
バ
ー
は
削
る
目
的

で
は
な
く
マ
ー
ジ
ン
部
の
明
瞭

化
あ
る
い
は
研
磨
の
目
的
で
の

み
使
用
す
る
。

②
軸
面
の
形
成
が
ス
ム
ー
ス
で

か
つ
移
行
的
で
あ
る
こ
と

　

良
好
な
適
合
に
は
、
マ
ー
ジ

ン
の
み
な
ら
ず
軸
面
を
含
む
補

綴
物
の
内
面
全
体
が
適
合
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
も

し
軸
面
の
形
成
が
粗
い
ま
ま
で

あ
れ
ば
、

支
台
歯
に
対
し
て
の
補
綴
物
の

正
し
い
位
置
関
係
に
規
制
す
る

要
素
が
少
な
く
な
り
、
コ
ン
タ

ク
ト
調
整
、
咬
合
調
整
や
セ
メ

ン
ト
合
着
な
ど
で
エ
ラ
ー
が
生

じ
や
す
く
な
る
。

な
ど
多
く
の
無
視
で
き
な
い
問

題
が
あ
り
避
け
る
べ
き
で
あ

り
、
内
面
全
体
が
高
度
な
適
合

性
を
得
る
た
め
に
は
形
成
面
全

体
が
ス
ム
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
臨
床
上
適
合

性
の
調
整
が
必
要
な
の
で
あ
れ

ば
、
ラ
ボ
サ
イ
ド
が
模
型
上
で

行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
支
台
歯
全
体

に
ス
ム
ー
ス
で
う
ね
り
が
な
い

よ
う
に
カ
ー
ボ
ラ
ン
ダ
ム
ポ
イ

ン
ト
で
支
台
歯
全
体
を
移
行
的

な
面
に
し
て
、
最
後
に
マ
ー
ジ

ン
付
近
以
外
を
シ
リ
コ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
研
磨
す
る
。

印
象
採
得

　

印
象
材
は
経
時
的
な
寸
法
安

定
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、
十

分
な
弾
性
と
引
き
裂
き
強
度
を

有
す
る
こ
と
、
口
腔
内
で
扱
い

や
す
い
な
ど
利
点
の
多
い
付
加

重
合
型
シ
リ
コ
ン
を
用
い
て
い

る
。

補綴治療への顕微鏡の応用
秋田県 横手市 ・浅舞歯科クリニック 

佐藤政志 先生

・
印
象
の
撤
去
時
に
変
形
の
可

能
性
が
大
き
い
。

・
最
低
で
も
ワ
ッ
ク
ス
パ
タ
ー

ン
が
抜
け
る
程
度
ま
で
ダ
イ
ス

ペ
ー
サ
ー
を
塗
布
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
り
内
面
全
体
の
良
好
な

適
合
性
は
望
め
な
く
な
る
。

・
軸
面
が
ル
ー
ズ
で
あ
れ
ば
、

　

具
体
的
な
印
象
採
得
の
手
順

で
あ
る
が
、
２
次
圧
排
糸
の
挿

入
後
３
分
程
度
待
ち
、
ま
ず
２

次
圧
排
糸
除
去
前
に
形
成
歯
を

含
め
た
口
腔
内
全
体
を
唾
液
な

ど
の
除
去
の
た
め
水
洗
お
よ
び

乾
燥
を
行
う
。
す
べ
て
の
準
備

が
整
っ
た
な
ら
ば
、
２
次
圧
排

糸
を
ゆ
っ
く
り
と
除
去
し
、
イ

ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
シ

リ
コ
ン
印
象
材
を
圧
排
さ
れ
た

歯
肉
溝
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ

と
を
拡
大
下
で
確
認
し
な
が
ら

注
入
す
る
。
こ
の
と
き
圧
排
さ

れ
た
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
も
注
入

し
や
す
い
先
端
形
状
の
シ
リ
ン

ジ
が
使
い
や
す
い
。
そ
し
て
個

人
ト
レ
ー
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
タ
イ

プ
を
盛
り
圧
接
し
、
し
っ
か
り

と
保
持
す
る
。

　

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、

歯
肉
圧
排

　

通
常
二
重
圧
排
法
を
用
い
る

が
、
こ
の
時
①
歯
周
組
織
に
必

要
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な

い
こ
と
、
②
必
要
十
分
な
印
象

採
得
が
で
き
る
こ
と
、
の
二
点

が
重
要
で
あ
る
。

　

特
に
前
歯
部
や
歯
周
組
織
の

薄
い
症
例
、
審
美
修
復
を
行
う

症
例
、
歯
肉
溝
が
浅
い
症
例
で

は
、
決
し
て
不
可
逆
的
な
侵
襲

を
あ
た
え
な
い
た
め
の
術
式
を

検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

概
形
成
を
歯
肉
縁
の
位
置
で
終 適合性の診査は拡大下での評価が必須

印
象
材
が
入
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
印
象
は
可
能
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
分
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
歯
周
組
織

で
あ
れ
ば
細
い
圧
排
糸
に
よ
る

圧
排
ス
ペ
ー
ス
で
も
十
分
確
実

な
印
象
採
得
が
可
能
で
あ
る
。

歯
科
医
師
は
印
象
採
得
が
可
能

な
範
囲
で
で
き
る
だ
け
細
い
圧

排
糸
を
使
う
な
ど
歯
周
組
織
へ

の
外
力
を
最
小
に
す
る
配
慮
を

す
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に

　

顕
微
鏡
を
も
ち
い
て
も
所
詮

10
倍
程
度
で
あ
り
細
菌
レ
ベ
ル

で
は
な
い
こ
と
、
補
綴
治
療
は

歯
質
の
削
除
と
い
う
犠
牲
が
伴

う
こ
と
を
認
識
し
謙
虚
な
姿
勢

で
治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
精
度
が
要
求
さ
れ

る
補
綴
処
置
で
は
顕
微
鏡
は
必

須
の
も
の
で
あ
る
。

最小の侵襲で必要十分な模型が製作可能

印象面の評価は拡大下にて行われなければならない

口腔内の必要な情報が模型に正確にトランスファー
されていることが重 要である
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広
島
市
中
区
河
原
町　

こ
じ
ま
矯
正
歯
科

Ｊ
Ｉ
Ｏ
認
定
歯
科
矯
正
専
門
医 

小
島
敏
嗣
先
生

　
広
島
電
鉄
を
土
橋
電
停
で
降
り
る
。
発
車
し
た
電
車
を
追
い
か

け
る
よ
う
に
歩
い
て
い
く
と
、
平
和
大
通
り
の
向
こ
う
側
に
こ
じ

ま
矯
正
歯
科
の
ビ
ル
が
見
え
て
く
る
。
階
段
で
二
階
に
上
が
る
と

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
。
窓
が
大
き
く

待
合
室
か
ら
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。

先
生
が
歯
科
医
師
を
志
し
た
理

由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

私
の
両
親
が
歯
科
医
師
で
親

戚
に
も
歯
科
医
師
が
た
く
さ
ん

お
り
ま
し
た
の
で
、
子
供
の
頃

か
ら
漠
然
と
歯
科
医
師
に
な
る

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

環
境
が
そ
の
気
に
さ
せ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
高

校
時
代
は
防
衛
大
学
と
か
海
上

保
安
大
学
に
憧
れ
て
い
ま
し
た

が
、
姉
が
日
本
歯
科
大
学
の
学

生
で
し
た
の
で
自
然
に
受
験
し

て
い
ま
し
た
。

先
生
が
歯
科
矯
正
医
を
志
し
た

理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

歯
学
部
の
二
年
生
か
ら
矯
正

歯
科
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
実
習
が
面
白
く
そ
の
時
の

医
局
員
の
明
る
い
ユ
ニ
ー
ク
な

雰
囲
気
が
と
て
も
刺
激
的
に
感

じ
ま
し
た
。
榎
教
授
の
独
特
な

学
生
に
話
し
か
け
る
よ
う
な
授

業
が
好
き
で
し
た
。
教
授
の
人

柄
が
と
て
も
よ
く
出
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
医
局
に
入
っ

て
技
術
を
習
得
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
訳
で
矯

正
歯
科
の
大
学
院
に
進
学
し
た

訳
で
す
が
そ
の
頃
は
未
だ
矯
正

歯
科
を
専
業
と
し
て
開
業
し
て

い
る
歯
科
医
師
は
数
人
し
か
い

な
い
時
代
で
し
た
。
両
親
が

別
々
に
一
般
歯
科
を
開
業
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
広
島
に
帰
っ

て
ど
ち
ら
か
を
継
げ
ば
い
い
く

ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
矯
正
歯
科
の
大
学
院
へ

入
学
し
て
私
の
人
生
を
決
定
づ

け
る
運
命
の
人
と
の
出
逢
い
が

あ
り
ま
し
た
。

師
匠
の
背
中
に
つ
い
て
の
思
い

出
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

当
時
の
教
授
か
ら
与
五
沢
院

生
の
論
文
の
手
伝
い
を
し
て
そ

の
研
究
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
考
え
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
手
伝

い
と
い
っ
て
も
統
計
の
数
字
を

入
力
す
る
時
に
手
伝
う
く
ら
い

で
す
よ
。
与
五
沢
先
生
は
大
変

迷
惑
な
こ
と
を
押
し
つ
け
ら
れ

た
訳
で
す
が
、
先
生
に
ご
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
大

学
院
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ

の
ス
エ
ヒ
ロ
先
生
の
下
で
研
修

さ
れ
た
先
生
が
三
軒
茶
屋
で
よ

ご
さ
わ
歯
科
矯
正
を
開
業
さ
れ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
一

般
歯
科
の
診
療
所
と
は
全
然
趣

が
違
う
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
に

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
親
身

に
な
っ
て
人
生
の
相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
矯
正
歯
科
の
専
門

で
や
っ
て
い
け
る
自
信
が
つ
き

ま
し
た
ね
。

　

矯
正
歯
科
の
診
療
で
は
、
気

軽
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

使
い
方
、
鑞
着
の
仕
方
、
セ

フ
ァ
ロ
の
見
方
等
々
、
先
生
の

考
え
だ
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
も
お
し
げ
も
な
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
あ
る
時
、
ふ
と
も
ら

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
我
々
が
永
年
か
け
て
築
い
て

き
た
治
療
方
法
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達
は
簡

単
に
苦
労
な
く
習
得
し
て
自
分

の
も
の
に
し
て
し
ま
う
。
そ
れ

も
安
易
に
当
り
前
の
よ
う
に
」

と
、
そ
し
て

「
教
え
る
者
と
教
わ
る
者
の
立

場
を
わ
き
ま
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ね
」

と
も
。

　

先
生
の
診
断
や
技
術
を
学
ん

で
、
自
分
が
考
え
た
か
の
よ
う

な
錯
覚
に
陥
っ
て
い
る
人
達
を

私
は
今
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

人
は
謙
虚
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
そ
の
時
、
言

わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
情

報
社
会
の
現
在
、
何
事
も
苦
労

し
な
く
て
も
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
現
在
の
完
成
さ
れ
た

治
療
方
法
は
先
達
が
苦
労
し
、

研
究
し
て
培
わ
れ
た
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
技
術
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
積

み
重
ね
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
肝

に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

実
際
に
こ
の
仕
事
を
選
択
さ
れ

て
い
か
が
で
し
た
か
？
ま
た
、

仕
事
と
し
て
の
矯
正
の
魅
力
な

ど
を
お
話
く
だ
さ
い
。

　

開
業
し
て
三
十
二
年
に
な
り

ま
す
が
最
初
の
三
年
間
は
生
活

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
同
窓
の
先
生
や
、
矯

正
専
門
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
く
だ
さ
っ
た
他
大
学
出
身
の

一
般
開
業
医
の
先
生
方
と
、
両

親
や
親
戚
の
開
業
医
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
で
も
当
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
感
謝
し
て
い
ま

す
。
人
の
想
い
と
か
情
が
分
か

り
や
す
い
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
新
し

い
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
が
私
の
自
信
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
う

れ
し
い
で
す
ね
。
矯
正
の
魅
力

は
歯
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
動

す
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
症
例

で
治
療
に
よ
る
口
元
の
変
化
で

横
顔
が
劇
的
に
き
れ
い
に
な
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
矯
正
終
了

後
の
患
者
さ
ん
の
笑
顔
が
素
敵

で
す
。
治
療
期
間
が
長
い
の
で

子
供
さ
ん
の
成
長
し
て
い
く
過

程
に
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
ね
。

た
。

　

そ
の
頃
す
で
に
与
五
沢
先
生

は
臨
床
矯
正
歯
科
医
の
身
分
を

確
立
す
る
た
め
の
行
動
を
取
り

始
め
て
お
ら
れ
た
の
で
、
私
の

ノ
ー
天
気
な
態
度
に
「
喝
」
を

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
で
は
あ
っ

て
も
、
一
流
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
日
頃
か
ら
臨
床
の
技
術

を
磨
き
、
ま
た
、
社
会
人
と
し

て
の
教
養
を
身
に
つ
け
、
世
間

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
間
性
を
切

磋
琢
磨
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
、

矯
正
歯
科
医
と
し
て
認
め
ら
れ

繁
栄
す
る
時
が
来
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
組
織
人
と
し
て
は
矯

正
歯
科
専
門
医
制
度
の
確
立

に
、
待
ち
人
間
に
な
ら
ず
積
極

的
に
参
加
し
、
協
力
す
る
義
務

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
か

ら
見
て
、
人
間
が
考
え
、
夢
み

て
き
た
こ
と
は
必
ず
実
現
し
て

い
る
し
、
目
の
前
に
あ
る
難
し

い
事
は
解
決
さ
れ
る
た
め
に
現

れ
て
く
る
の
で
す
か
ら
。

は
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ヨ
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
診
療
理
念
な
ん
で

す
。
メ
イ
ヨ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

全
米
で
毎
年
行
わ
れ
る
病
院
の

評
価
で
、
十
六
科
目
中
十
科
目

が
ベ
ス
ト
10
に
入
り
そ
れ
も
ほ

と
ん
ど
の
科
目
が
一
位
〜
三
位

と
い
う
病
院
で
す
。
私
達
も
感

銘
し
て
こ
の
理
念
で
患
者
さ
ん

に
対
処
し
診
療
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｏ
の
認
定
制
度
は
今
の
日

本
に
必
要
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
の
歯
科
界
は
混
迷
し
て

い
ま
す
。
歯
科
の
一
分
科
で
あ

る
矯
正
歯
科
は
一
般
歯
科
の
大

き
な
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
埋
入

さ
れ
つ
つ
あ
る
実
情
を
断
固
、

断
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
矯
正
歯
科
専
門
医
制
度
の
確

立
で
す
ね
。
早
急
に
社
会
に
認

め
ら
れ
る
本
物
の
矯
正
歯
科
医

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
医

科
界
で
は
整
形
外
科
と
形
成
外

科
の
違
い
を
永
年
の
努
力
と
実

績
で
社
会
に
認
知
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
、
矯
正
歯
科
と
一
般
歯

科
あ
る
い
は
審
美
歯
科
と
の
違

い
を
世
間
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ

の
た
め
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｏ
が
そ
れ
ら

を
区
別
で
き
る
最
高
の
組
織
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。

若
い
先
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一

言
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　

私
は
与
五
沢
先
生
に
「
馬
鹿

者
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
矯
正
歯
科
界
の

危
機
を
認
識
し
て
い
な
い
私
へ

の
警
告
で
し
た
。
約
二
十
五
年

間
矯
正
歯
科
の
臨
床
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
未
だ
矯

正
歯
科
界
が
今
日
の
よ
う
な
最

悪
な
状
況
に
な
る
と
は
ま
っ
た

く
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

現
在
の
場
所
を
開
業
地
と
し
て

選
ん
だ
の
は
ど
う
し
て
で
す

か
？

　

こ
れ
も
運
命
で
す
ね
。
私
が

ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
た
の
を
機
会

に
、
父
親
が
開
業
し
て
い
る
診

療
所
を
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
共
同
で
借

金
を
し
て
、
父
は
三
階
で
一
般

歯
科
を
、
私
は
二
階
で
矯
正
歯

科
を
専
業
と
し
て
別
々
に
開
業

し
ま
し
た
。

医
院
の
設
備
ま
た
は
デ
ザ
イ
ン

で
自
慢
の
と
こ
ろ
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

父
亡
き
あ
と
現
在
は
二
階
を

待
合
室
に
し
三
階
を
診
療
室
に

し
て
い
ま
す
。
待
合
室
が
広
い

こ
と
と
三
階
へ
上
が
る
ラ
セ
ン

階
段
が
私
は
好
き
で
す
。
そ
し

て
何
よ
り
立
地
条
件
が
い
い
事

で
す
。
平
和
大
通
り
と
市
電
が

交
差
す
る
角
地
に
診
療
所
が
あ

り
、
前
景
が
開
け
て
い
て
数
百

メ
ー
ト
ル
先
ま
で
見
通
せ
ま

す
。
又
、
平
和
大
通
り
の
樹
木

が
四
季
を
通
し
て
変
化
す
る
様

は
、
春
は
桜
、
秋
は
真
っ
赤
に

染
ま
る
も
み
じ
等
絶
景
で
す
。

両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
接
す
る
時
に
気
を

つ
け
て
い
る
事
は
？

　

私
の
診
療
所
の
診
療
理
念

は
、「
誠
心
誠
意
」
で
副
題
は

「
ど
れ
だ
け
真
剣
に
自
分
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
か
、

患
者
さ
ん
の
関
心
は
こ
れ
に
つ

き
る
」
で
す
。
患
者
さ
ん
は
先

生
や
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
こ
と

だ
け
を
考
え
て
治
療
し
て
く
れ

て
い
る
と
信
じ
て
い
る
訳
で
す

か
ら
ね
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
徹

底
し
て
い
ま
す
。
朝
礼
の
時
、

最
後
に
全
員
で
唱
和
し
て
診
療

に
入
り
ま
す
。
実
は
こ
の
副
題

プロフィール
1968 年	 日本歯科大学卒業
1972 年	 同大学院矯正歯科修了 　	

同歯学部付属病院矯正歯科助手
1973 年	 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア・ ニ ュ ー

ポ ー ト ビ ー チ 　Dr.Asahino 
Orthodontics Office にて師事 

1974 年	 よごさわ歯科矯正にて与五沢文夫
先生に師事 

1976 年	 こじま矯正歯科開業
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事例報告事例報告

　

医
事
紛
争
の
予
防
の
た
め
に
は
、
可
能
な
限
り
過
去
の
事
例
を

直
視
し
、
そ
れ
ら
を
我
々
医
療
従
事
者
が
真
摯
に
感
じ
て
、
患
者

と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
将
来
に
渡
り
維
持
し
て
い
く

事
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｏ
広
報
か

ら
日
常
歯
科
臨
床
で
実
際
発
生
し
た
事
例
（
矯
正
歯
科
領
域
を
中

心
に
）
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
尚
、
可
能
な
限
り
正
確
に
事

例
を
考
え
る
た
め
に
、
事
例
報
告
執
筆
者
の
大
森
弁
護
士
の
了
解

を
得
て
本
報
告
全
て
を
出
来
る
限
り
加
工
せ
ず
転
載
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
文
責
者
感
想
は
個
人
的
感
想
で
当
協
会
の
意
思
を
反
映
し

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

顎
変
形
症
の
手
術
後
、
顎
関
節
脱
臼
と
な
り
、
再

手
術
後
も
脱
臼
が
残
存
し
た
事
例    

（
東
京
地
裁
）

【
患
者
】
30
歳
代　

女
性

【
医
療
機
関
】
民
間
矯
正
歯
科
医

院
、
公
立
病
院
歯
科
口
腔
外
科

【
概
要
】

　

患
者
は
、
都
内
の
矯
正
歯
科

医
（
被
告
１
）
に
よ
り
顎
変

形
症
の
診
断
を
受
け
、
そ
の

紹
介
で
市
立
病
院
歯
科
口
腔
外

科
（
被
告
２
＝
市
）
に
て
上

下
顎
同
時
移
動
術
を
実
施
さ
れ

た
。
術
式
と
し
て
上
顎
骨
は
Ｌ

ｅ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
Ⅰ
型
骨
切
り
術
、

下
顎
骨
は
下
顎
枝
垂
直
骨
切
り

術
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
Ｏ
型
）
で
あ
っ
た
。

同
手
術
に
あ
た
り
、
被
告
１
が

作
成
し
て
被
告
２
が
手
術
時
に

使
用
し
た
ス
プ
リ
ン
ト
（
顎
骨

切
り
の
位
置
／
量
を
き
め
る
ガ

イ
ド
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）
の
作
り

方
に
不
具
合
が
あ
っ
た
た
め
、

術
後
も
変
形
が
改
善
せ
ず
、
ま

た
顎
関
節
が
脱
臼
状
態
と
な

り
、
再
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
再
手
術
後
も
左
側
顎
関
節

脱
臼
は
残
存
し
た
。
た
だ
し
、

日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度

に
回
復
し
、
後
遺
症
の
認
定
は

困
難
で
あ
っ
た
。

【
訴
訟
の
経
過
】

　

証
拠
保
全
を
経
て
、
提
訴

（
東
京
地
裁
民
事
14
部
・
請
求

金
額
千
五
百
万
円
）、２
年
８
ヶ

月
後
に
集
中
証
拠
調
べ
を
経
て

和
解
（
合
計
一
千
百
万
円
。
被

告
１
は
七
百
万
円
、
被
告
２
は

四
百
万
円
）。

　

争
点
は
、

①
初
回
手
術
後
、
顎
変
形
症
が

改
善
さ
れ
た
の
か
（
被
告
は
、

改
善
さ
れ
た
と
主
張
）。

②
初
回
手
術
後
、
上
下
歯
列
の

正
中
が
ず
れ
た
の
か（
被
告
は
、

オ
ー
バ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
）。

③
初
回
手
術
後
、
左
側
顎
関
節

脱
臼
が
生
じ
、
再
手
術
し
て
も

残
存
し
た
か（
被
告
は
、否
認
）。

④
現
在
も
脱
臼
が
残
存
し
て
い

る
か
（
被
告
は
、
も
は
や
異
常

な
し
と
主
張
）。

　

以
上
の
①
②
③
④
の
医
学
的

争
点
と
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た

被
告
１
の
不
備
な
ス
プ
リ
ン
ト

を
作
成
し
た
過
失
、
被
告
２
の

不
備
な
ス
プ
リ
ン
ト
に
基
づ
き

漫
然
と
手
術
し
た
過
失
、
を
問

う
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　

東
京
医
療
集
中
部
審
理
に
し

て
は
長
期
で
あ
っ
た
が
、
原
因

は
被
告
側
が
電
話
会
議
を
良
い

こ
と
に
準
備
書
面
を
な
か
な
か

提
出
し
な
か
っ
た
り
、
証
拠
調

べ
前
の
裁
判
所
の
認
容
的
和
解

勧
告
を
成
立
直
前
に
キ
ャ
ン
セ

ル
し
て
医
療
機
関
側
の
弁
護
士

が
交
替
し
た
り
、
と
の
悪
し
き

訴
訟
活
動
を
し
た
こ
と
に
よ

＃１

る
。後
医
紹
介
型
の
協
力
医
が
、

証
人
出
廷
含
め
患
者
側
に
全
面

協
力
の
た
め
、
立
証
活
動
は
労

力
的
に
は
と
も
か
く
精
神
的
負

担
は
軽
か
っ
た
。

　

本
件
の
成
果
は
、
後
遺
症
認

定
で
き
な
い
損
害
を
裁
判
所
が

高
め
の
金
額
で
和
解
勧
告
し
て

く
れ
た
こ
と
で
、
赤
本
基
準
の

入
通
院
慰
謝
料
・
治
療
費･

交

通
費
等
は
合
計
五
百
万
円
を
下

回
り
、
六
百
万
円
以
上
が
争
い

の
あ
る
顎
関
節
脱
臼
状
態
へ
の

慰
謝
料
で
あ
っ
た
。被
告
側
は
、

原
告
証
拠
調
べ
段
階
ま
で
に
原

告
が
歌
を
歌
っ
た
り
、
固
い
も

の
を
含
め
食
生
活
で
不
都
合
が

な
く
な
っ
た
り
と
脱
臼
も
改
善

傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
激
し
く

「
少
な
く
と
も
も
は
や
脱
臼
し

て
い
な
い
」
と
主
張
し
た
。
し

か
し
、「
顎
関
節
脱
臼
と
は
下

顎
窩
と
下
顎
頭
が
正
し
い
位
置

に
な
い
こ
と
」
と
の
医
学
的
原

則
を
主
張
し
協
力
医
の
証
言
も

得
た
こ
と
、
ま
た
訴
訟
前
後
を

通
し
た
被
告
側
の
対
応
の
悪
さ

が
裁
判
所
の
心
証
に
影
響
を
与

え
た
こ
と
か
ら
高
め
の
賠
償
額

で
和
解
で
き
た
事
例
で
あ
る
。

＊
用
語

一 

東
京
地
裁
民
事
14
部

：

医

療
集
中
部
【
医
療
事
件
の
場
合

必
ず
扱
う
が
、
他
の
事
件
（
不

動
産
等
の
一
般
民
事
訴
訟
）
も

合
せ
て
扱
う
】

二 

認
容
的
和
解
勧
告

：

訴
え

を
認
め
て
和
解
す
る
よ
う
に
勧

告
す
る
こ
と

三 

赤
本
基
準

：

賠
償
金
額
（
和

解
で
も
判
決
で
も
）
の
裁
判
所

基
準
【
医
療
事
故
に
つ
い
て
も
、

交
通
事
故
基
準
を
参
考
に
し
て

決
め
て
い
る
】

＊
＊
文
責
者
感
想

　

初
診
相
談
か
ら
の
全
体
に
わ

た
る
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

も
し
か
す
る
と
、
患
者
と
の
間

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
紛
争

に
至
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
ま
す

＊
＊
＊
出
典

医
療
事
故
情
報
セ
ン
タ
ー
発
刊

セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
２
１
０
号

10
頁　

大
森
夏
織
弁
護
士

　

平
成
十
一
年
一
月
十
一
日
の

横
浜
市
立
大
学
病
院
で
の
患
者

取
り
違
え
事
故
、
二
月
十
一
日

の
都
立
広
尾
病
院
で
の
消
毒
剤

誤
注
射
事
故
を
契
機
と
し
て
、

医
療
に
対
す
る
厳
し
い
指
摘
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
「
医
療
安
全
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
今
年
で
十
年
目
を
迎
え

る
。
ひ
と
こ
ろ
は
医
事
関
係
訴

訟
の
激
増
な
ど
と
言
わ
れ
た

が
、
平
成
十
八
年
、
一
九
年
と

二
年
連
続
で
新
受
件
数
１

が
一

割
程
度
減
少
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。歯
科
領
域
に
お
い
て
も
、

平
成
十
一
年
に
51
件
で
あ
っ
た

新
受
件
数
が
、
そ
の
後
、
46
、

45
、
49
、
60
、
69
、
85
、
69
件

と
推
移
し
て
お
り
２

、
直
近
で

は
、
若
干
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

さ
て
、
訴
訟
と
な
る
と
、
判

決
に
お
い
て
有
責
と
さ
れ
た
か

否
か
に
関
心
が
集
ま
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
の
み
に

一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
医
の
本

道
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
と
な

る
。
訴
訟
は
あ
く
ま
で
も
訴
訟

で
あ
り
、医
療
で
は
あ
り
得
ず
、

原
告
（
患
者
側
）
か
ら
な
さ
れ

た
個
別
・
具
体
的
な
損
害
の
賠

償
請
求
を
認
め
る
か
否
か
の
判

断
に
お
い
て
有
責
無
責
と
い
う

価
値
判
断
を
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

司
法
の
判
断
は
、
そ
れ
と
し
て

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
直
ち

に
医
療
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
（
判
決
を
受
け
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
改
訂
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
判
決
書
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
に
あ
た
っ
て
の
「
エ
ビ
デ

ン
ス
・
レ
ベ
ル
」
と
し
て
ど
う

位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。）。
判
決
が
、
医
療
現
場
に

対
し
て
何
ら
か
の
警
告
を
発
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
萎
縮
医
療

を
招
来
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
改
め

て
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

訴
訟
事
案
か
ら
何
を
学
ぶ
か

と
い
う
こ
と
は
、
受
け
手
の
全

く
の
自
由
で
あ
る
。
た
だ
し
、

具
体
的
な
事
実
関
係
や
事
情
を

捨
象
し
て
、
結
論
だ
け
を
も
っ

て
議
論
を
す
る
と
す
れ
ば
、
大

き
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
は
、
日
々
の
臨
床
に

お
け
る
会
員
各
位
の
実
体
験
に

照
ら
し
て
、
説
明
を
要
し
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
は
、
訴
訟
事
案
に
関
し

て
「
学
び
処
」
を
一
つ
提
示
し

た
い
。
そ
れ
は
、
何
故
に
訴
訟

を
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

か
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討

で
あ
る
。

　

訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
、

憲
法
に
定
め
ら
れ
た
裁
判
を
受

け
る
権
利
の
保
障
（
憲
法
第

三
十
二
条
）
の
現
れ
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
、
何
ら
特
殊
・
特
異

な
行
動
で
は
な
い
。
さ
は
言
え
、

訴
訟
が
、
患
者
側
に
と
っ
て
も

大
き
な
負
担
と
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
訴
訟
を
提
起
す
る
と

い
う
の
は
、そ
れ
だ
け
の「
思
い
」

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の「
思

い
」
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

特
に
矯
正
歯
科
の
領
域
で

は
、
事
故
を
生
じ
て
も
、
日
常

生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
障
害
を
生
じ
る
こ
と
は

多
く
は
な
く
、
生
命
侵
害
に
至

る
こ
と
も
稀
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、患
者
は
不
満
を
持
ち
、

訴
訟
を
提
起
す
る
に
ま
で
至
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
を

示
唆
す
る
判
決
と
し
て
、
今
か

ら
二
十
五
年
も
前
に
示
さ
れ
た

も
の
３

を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
診
療
が
そ
の
対
象
と
し

て
い
る
部
位
が
外
貌
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び

他
の
医
療
分
野
と
異
な
り
治
療

方
法
の
選
択
に
つ
き
患
者
が
意

見
を
述
べ
自
己
決
定
す
る
度
合

が
高
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
診

療
を
行
う
歯
科
医
師
と
し
て

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
例
え
ば

患
者
の
依
頼
に
沿
っ
た
医
学
上

の
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
足
り

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
右
治

療
の
結
果
が
患
者
の
外
貌
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
十
分
に

説
明
を
し
、
そ
の
意
思
を
確
認

し
て
治
療
に
あ
た
る
べ
き
注
意

義
務
を
負
う
場
合
の
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。

　

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
日
々

の
診
療
に
お
い
て
具
体
的
に
如

何
に
対
応
す
べ
き
か
、
と
い
う

こ
と
ま
で
を
こ
の
判
決
が
語
る

も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
患

者
対
応
を
如
何
に
す
べ
き
か
に

つ
い
て
は
、も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
医
療
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

１ 

新
た
に
裁
判
所
に
提
起
さ

れ
た
民
事
訴
訟
の
件
数

２ 

平
成
十
八
年
以
降
は
診
療
科

別
で
の
統
計
は
と
っ
て
い
な
い
。

３ 

横
浜
地
裁
判
決
昭
和

五
十
八
年
十
月
二
十
一
日
（
判

時
一
〇
九
四
号
八
五
頁
、
判
タ

五
一
六
号
一
六
五
頁
）

何

三
宅
坂
総
合
法
律
事
務
所
　
水
沼
太
郎
弁
護
士

文責：ＪＩＯ常務理事（医療管理）山村真人
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